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論 文 内 容 の 要 旨
気管支嘱息の本態に関しては未だ明確な解明がなされていない｡ しかしアレルギー性帰息の存在は疑う
余地がない｡ そこで著者は長期にわたるアレルギー性実験嘱息を惹起して, これを'-L;顕I伽こ検索し, 何ら
かの解明の拠点を期待した｡
第 1章 まず海椙に 128 日間にわたり卵白アルブミン液を吸入せしめて弱い発作を継続し, 発作時の肺
を電顕的に観察した｡ 主要な変化として, まず肺胞区域の問質には好酸球, 形質球等の浸潤のほかに増殖









第 2 章 つぎに視野の狭い電顕的所見を補うために代表的肺葉を光顕的に精査 し次の結果を得たO すな
わち気管支は外径約 0.1m m の分岐部に筋分布上解剖学的弱点があり, 晴息例では気管支筋の収縮に伴な
ってこの部が強く膨大し, この膨大部の中に粘液球が形成された｡ 他の部には啄坊はほとんど見られなか
った｡ リンパ組織は一般に形質球が増加 したが, 類 リンパ組織の増生が著しく, 特に小静脈壁, 純一車気
管支壁に厚 く浸潤していた｡ 正常ではリンパ小節および類 リンパ組織中には神経線維は認められぬが, 嘱
息例では神経線維を取巻いて類 リンパ組織が増生 し, この部の神経線維に屈曲と膨化が認められ興味深か
った｡ 抗原侵入により増殖変化したリンパ組織が神経線維に何らかの影響を及ぼすと仮定すれば, 人体に
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見られる諸現象, すなわち感染の嘱息誘発, 発症の固定化, 神経過敏性に対する解釈を一層合理的にし,
非アレルギー性因子の作用も同律に説明できる｡




たが, 人体の V alsalva 現象あるいは崎脈の出現は怒責呼吸の肺循環に及ぼす 負担が高度なことを物語っ




論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
気管支晴息の本態に関しては従来種々の研究がなされているが, 未だ明確な解明はない｡ しかしアレル
ギー性嘱息の存在は疑う余地がない｡ そこで著者は長期にわたるアレルギー性実験嘱息を惹起 して, これ
を電顕的に検索し, 新 しく何らかの新知見を得んとした｡
まず実験的嘱息海猫につき, 発作時の肺を電顕的に観察 し, 主要な変化として, まず肺胞区域の問質に





つぎに視野の狭い電顕的所見を補うために代表的肺葉を光顕的に精査 したが, 気管支は外径約 0.1m m
の分岐部に筋分布上解剖学的弱点があり, 嘱息例ではこの部に膨大が起こり粘液球形成がみられた｡ また
晴息例では, 正常にみられないような類 リンパ組織増生が神経線維を取巻いて起こり, この部の神経線維
に屈曲と膨化が認められ, これが晴息誘発, 発症の固定化, 神経過敏性に対する一つの解釈を示すものと
考えられた｡
さらに著者は嘱息の症候を分類 し, 呼吸困難の機転を調査 し, 薬物の応用を試み, 時に, この薬物がか
なり症候の軽減を来たし得ることがあり, この時抗原の侵入路にあるリンパ組織の破壊がみられ, これが
その因由をなすと考えられるという興味ある成績を得ている｡
以上, 著者は未だ解明せられないところのものが少なくない嘱息を, 新しい角皮から追求 して多くの興
味ある成果を挙げているのであって, 本研究は医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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